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鹿児島湾における動物性プランクトン

とくに枝角類および榛脚類について

藤井清文＊・税所俊郎＊

OntheZooplanktoninKagoshimaBay,withSpecial

ReferencetoCladoceransandCopepods

KiyofumiFuJII＊andToshioSAIsHo＊

Abstract

PlanktoncollectionsweremadeduringtheperiodfromAprill971toAprill972.Cladoceransconsisted

ofmorethan3speciesbelongingto3genera，ｉ､ｅ・〃""jα,Ｅｚﾉad72eandPMo77・Attheinner-mostpartof

KagoshiｍａＢａｙ（northernareasofSakurajima),theywereascertainedtobemostabundant,formingtwo
maximainreproduction,inJuneandSeptember,whileinthesouthemareasofSakurajima,Ｈ"伽αzﾉｆmsr河s

formedapeakonlyinJune・CopepodsoflO2speciesbelongingto33generaoccurred,showingtwomaxima，

inAprilandduringtheperiodfromSeptembertoDecember､Inspring,thecomunitywasoccupiedbythe
coastalspeciesandinautumn,bythespeciescarriedintothebayfromoutersea・

Itwasascertainedthat，inKagoshimaBay，６１speciesofcopepodswereoccurringintheconditions

enoughtoreproduce・Amongthem,１６wereregardedasthespecieswhichpropagatedwithinthebay・
Generally,thevemalincreaslngofcopepodsiｎｔｈｅｂａｙｗａｓｒｅｌａｔｅｄｔｏｔｈｅｒｉｓｅｉｎｔｅmperature，andthe
autumnalonewasduetotheinflowingeffectsoftheouter-seawater・Thedecreasingofcopepodsinwinter

wasrelatedtothefallingintemperature．

緒 論

鹿児島湾のプランクトン調査に関しては，神戸海洋気象台（1933)，税所（1955)，水産庁調査研

究部（1965)，藤井（1970）などの報告がある．しかし税所(1955）の年間における珪藻類の季節的

消長に関する報告を除いては何れも断片的なものが多く，とくに動物プランクトンの長期にわたる

調査報告は承あたらない．湾内の枝角類や桃脚類は魚類の重要な天然餌料であるにもかかわらずこ

れらの季節的消長や生態についてはほとんど知られていない．さらに近年，鹿児島湾では自然環境

の急速な変化に伴ってプランクトン相や沿岸動物相にも微妙な変化が認められつつあるので生物相

の把握も必要である．本報告では鹿児島湾における枝角類と桟脚類について年間の出現状況を調べ

さらに椛脚類については繁殖の傾向や，出現と海況との関連について得られた知見を述べる．

プランクトン試料を得るに当っては鹿児島大学水産学部練習船南星丸の船長以下乗組員の方々，

および藤田裕君の御協力を深謝する．また鹿児島湾海況観測資料を大いに参考にさせて頂いた点に

ついて水産学部漁具漁法研究室に感謝の意を表する．

＊鹿児島大学水産学部動物学研究室(ZoologicalLaboratory,FacultyofFisheries,KagoshimaUniversity）●



脚類については種(species)毎に計数し，後者ではさら

に雌雄の別，卵嚢や精嚢の付着している個体数まで計

数した．

今回の報告の中で1971年４月から，１２月までの分

は丸特ネットによる採集試料を用い，1972年１月から

４月までの材料は丸川式中層ネットにより採集された

試料を使用した．
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湾内では少くとも３属４種以上が出現する．この中，Ｐｅ"鰯αα”加s"jsが数量的に最も多く出現

し，助α伽eter“Z伽がこれに次ぐが，前者に比べると約1/１０の割合で出現する、Ｐｏａｏ〃属は２

種以上が出現するがその数は極めて少ない．

枝角類はおおむね４月から１１月までの間の水温の高い時期に出現するが，桜島以北と桜島以南

調査の材料と方法

鹿児島大学水産学部練習船南星丸（45ton）が毎月湾内の海洋観測を行っており，これと同時に

プラクトンの採集調査を実施した．1971年４月より1972年４月までの間,毎月湾内３１の定点にお

いて０ｍ～５ｍ（丸川式中層ネット，網地ＸＸ１３）および０ｍ～50ｍ（丸特式ネット，網地GG54）

の垂直採集を実施した．試料は現場で中性ホルマリンにより固定し研究室に持ち帰って検鏡を行っ

た．試料の中，枝角類については属(genus)毎に，桟

枝角類の出現状況

な温度分布が承られ海水の上下混合が起り易い状態がFig.１AmapshowingKagoshimaBayand
theplanktoncollectingstations、

続く．塩分濃度は水温分布とは異なり，４月以降，次

第に低下して８月に最低値の３０%･前後に達する．その後は次第に増加して１２月から翌年４月まで

は表層から下層までほぼ均一した塩分分布状態（34.4%｡）を示す．今回の調査期間中に承られた年

間の塩分濃度および水温の変化を第２図に示す．
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．鹿児島湾の海況概要

鹿児島湾における海況の調査は今までに漁況と関連

して田ノ上．江波（1954)，玉利・田ノ上（1955)，田

ノ上（1958,1960）等の報告があり，植物プランクト

ンと関連して，税所（1955）の報告がある。これらか

ら鹿児島湾の海況の年間の変化はほぼ明かである．今

回の調査期間中，平均水温は表層で７月に２８．２｡Ｃの

最高値を示し,３月に15.6.Ｃの最低値を示した．１０ｍ

および25ｍ深度における水温は表層における変化と

ずれを見せており，８月に最高値を示し，４月に最低

値を示す．冬期は表面から130ｍの下層までほぼ均一

な温度分布が承られ海水の上下混合が起り易い状態が
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の両水域でそれぞれ異なる出現状況を示す。Ｐｅ"油α”γCs師sは４月から増加し始め６月になると

急激に増加し年間における出現のピークを示し，場所によっては１万個体/ｍ3以上の出現が承られ

る．７月以降は次第に減少の傾向にあるが桜島以北の海域では９月頃に再び増殖する傾向が承られ

る．（第３図参照）

Ｅｚ'αα"eZeγgest伽は前種ほどはっきりした季節的消長を示さないしかし増殖し始めるのは前

種よりも早い時期で，桜島以南の水域では６月に出現のピークがみられる．桜島以北の湾奥部では

６月と９月に極大が承られるが，湾奥部でも西側と東側では出現傾向に差違があり西側では９月

に，東側では６月に多く出現するのが承られた．（第４図参照）

１２月から３月までの間湾内では枝角類がほとんど出現しないが，これは低水温の時期にあたるた

めと考えられる．

榛脚類の出現状況

鹿児島湾において，1971年４月～1972年４月までの間に，３３属102種の模脚類が出現した（第２

表参照)．そして，湾内のSts,２４，１５，１０，６における出現状況が第３表にＣＲ表示法によって示し

てある．

1971年４月には，ＰαγαcaZα""s'αγ汐"s,CZe"ocaZα""ｓＵα""s,ＣＯぴcae邸ssp,１，Ｃ､αがj"ｉｓ等の優占

種が，榛脚類群集のほとんどを占めている．湾奥部では，Ｐ,Ｐａｒ”Sが出現量の１/4～1/２を占め，

桜島以南の海域ではＰ.’αγz’"s,CZe"oc.ｚ’α""s,ＣＯ小αe"ｓｓｐ､１の３種が，それぞれ各定点により

順位を入れ替えながら優占する．その他の種は出現量が少なく，数量的には問題とならないが，

α伽"ａｓ加伽が湾内全域に分布し，ＡＣαγ〆αc/α郷が４月にこの種の出現ピークを持つことなど

が特徴である．

５～６月には，４月の優占種の減少に伴っ

て，橋脚類の出現数も漸減傾向にある．とこ

ろが，５月でのＣｏ秋αez‘s‘Iがj伽は２．３の

例外を除いてＣＯ可cae"ssp､１より多く出現

し，しかも，この種は４月よりも出現数を増

加している．６月になると携脚類の出現数は，３

湾内の大部分で500個体/ms以下となり,撲邑
脚類群集の極小期を迎える．５～６月に特徴をの

苧一

持つ種は,伽岬“伽〃で幼生と共に２
①

鹿児島湾内ではよく見られる６月には，湾口量
部～湾中央東側にかけて，Ｔな"２．γα＃姉伽zα二

や暖海外洋又は沖合性の小型種が出現し始め

るが，これらの出現は，明らかに外海水の影

響と関連があることを示している．しかし，

湾内水の塩分濃度は低下傾向を示している．
１

Ｌ」

７月になると出現数はわずかに増加するが ４５６７８９１０１１１２１２３４
１９７１１９７２

P.'αγ”"Ｓが普通に出現するの承であり，特Fig.５MonthlyvariationsofthespeclesnumberofO●

に多く現れる種は見られない．ただ,Ｃｅ"ZγO‐copepodsfromAprill971toAprill972,



藤井・税所：鹿児島湾における動物性プランクトンとくに枝角類および榛脚類について１１７



○

118

○
○
○
○

○‐○

Table１．ThespeciesofcopepodscorrespondingtothereproductiveseasonsinKagoshimaBay．。
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鹿児島湾で繁殖する榛脚類

鹿児島湾内で生殖すると考えられる種の判定基準に，１）ある定点での採集試料中に雌雄が共に

出現すること，２）精嚢を付着し又は携行すること，３）卵又は卵嚢を付着するか，携行すること

の３項目を設けた．これに加えて，計数の際にコペポダイト幼生も種類別に計数して考察すること

にした．しかし，千葉（1956）の場合，さらに詳細に，体内に卵・精嚢を蔵するものまで生殖該当

種として扱っている．確かに，このような扱いがなければ，自由放卵してしまう種や，体の一部に

精蕊や卵・卵嚢を付着する種類で試料撹枠中にそれらが脱落したものでは，生殖該当種と承なされ

なくなる恐れがある．ところが，この点に関しては，試料数の少ない一時期的あるいは局地的な観

察では大いに問題となろうが，幼生の量的関係などと共に考察するならば，生殖該当性を確かめる

上で，問題は非常に少なくなるのではなかろうか．

1971年４月～1972年４月までの間に，鹿児島湾に出現した桃脚類について，前述の３項目の判

定規準の１以上に該当した種が表ｌに表わされている．

鹿児島湾内で，一時期的，あるいは局地的であるにせよ．生殖該当種として現れたのは26属６１

種であった．この中，少くとも４ケ月以上が生殖該当種として現れたのは，Ｐαγαcα伽"sＰａｒ”s，

ｃだ"ocazα”ｓｚﾉα刀zJs，Ｃｅ刀zγopages6γα創y２，Ｔど加oγα”γ〃"αzα，ｏ刀ｃａｅａＵｅ刀"sZa，ｏ､加e〃α,ｏ､ｃｚ””，

ＣＯγycae"ｓｓｐｌの７属10種であった．しかし，月により湾南部での採集を行なっていないことも

あるので，実際には，さらに多くの種類があげられるであろう．

判定規準のどれかに該当した61種は，鹿児島湾内に起源を持つ種と，起源は湾外にあり，湾内へ

流入して生殖該当種として現われる種とに区別して考えることができる．前者の中は，さらに，湾

内のどこかで季節の別なく生殖該当種として現れる種と，環境条件が好適になった時の承生殖該当

種として現れる種とに大別できる．後者には，湾内において，一時期的・局地的に単なる生殖該当

種として出現するだけの種から，湾内に浸入して産卵し，成体に近い幼生にまで生存し，適した環

境下では成体にまで達するような種，までの範囲がある．

ＰαγαcaZα”Ｓｐａγ”s,Ｃだ"oca伽"ｓＵα”s,Ｏ"caeα加城α,ＣＯ伽αe"ssp.’の４種は，少数であっ

ても，年中湾内のどこかで受精～産卵が行なわれていると考えられ，最も盛んな生殖時期は，出現

状況の項で述べた極大を形成する時期，即ち春と秋であろう．鹿児島湾内水が好適な条件を備えた

時生殖該当種として現れ，鹿児島湾内に起源があると考えられる種は次のようである．

Ｃｅ"〃olages6γαdjﾉｉ,Ｃ､.yα'７２α伽,Ｌ”c〃αcZα”，Ｌ・〃αzﾉ如伽s,ＡＣαγ伽cZα”,Ａ､eγy伽αeα，

O肋o"ａｓ加伽,０.”α"α,０．sp､２，０"caeacZe”,ＣＯγycae"ｓＱが〃s,脈cγoseZe"α”ｏｒＵｅ夢cα等が挙

げられ，これらの種は，季節的にかなり多くの数が出現することもある．

外海から流入してくる種類のうち，Ｔｅｍｏγα趣γ6伽ｒαは，８月～１２月まで湾内で優占する種で

あるが，１２月頃には，成体に近い幼生，中には成体にまで達する個体もあるのではなかろうか．

その他に，湾内で後期幼生にまで生存すると考えられるのは，Ｐαγαcα伽邸sac"Zea”s,ｏ肋o'2α

〆"加沈γα,Ｏ刀caeαZ,e”sZa,ＣＯ〃cae"Scα”s,Ｅ”eγP伽αc"ZがγO"S等である．

Ｃａ"伽ｃａＺａ刀"Ｓｐａ”eγ，ＰαγαＣａ伽Z‘Ｓｇγαc伽，ＡＣγOca伽"Ｓ伽gjCo伽S，Ａ,gf66eγ，ＣＯ〃cα”Ｓ

血伽S,Ｃｅ"ZroPageSんγＣａ”S,αα"SocaZα""sんｒｃα“αjﾉZe"Z"eSZraSC“e"ａｔα等は，湾内でも産

卵すると思われるが，これらの幼生の出現は極めて少ない，
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横脚類の出現と海況との関連

鹿児島湾における表面から２５ｍまでの平均塩分・平均水温は，Fig.２に示すように，おおよそ

８月を境に大きく変化しているようである．棟脚類群集も全体としては，夏季（６月～８月）に，

構成種の転換があると考えられる．

８月には出現種類数も急増し，水温の垂直的逆転の認められる１０月には，最も多くの種類が出

現する(Fig.４)．しかも，外海に起源を持つ種が生殖該当種として多く現れることから，この時期

に，湾内水は外海水の影響を強く受けていると考えられる．その後表面からの冷却により，水温は

低下を続けるが，塩分濃度は１１月になると湾口から湾奥まで均一な状態で分布し，４月まで殆ん

ど変化しないようである．この間模脚類群集は，１０月以降構成種類数を減少しながら，又，量的

には，局地的に９月～12月までの間で第２回目の極大を形成し，以後減少して３月の最小期に向う．

３月を過ぎると，再び水温の上昇によって梶脚類は急激に増殖し，４月には，限られた数種によ

り第１回目の極大が形成される．そして，群集内の構成種の転換が認められる夏季まで，出現数を

減少してゆく．その間，塩分濃度は垂直的にも，水平的にも大きな較差をもって減少してゆく．

概して，鹿児島湾における榛脚類の春の増加は，水温の上昇と関係があると考えられ，秋の増加

の場合は，外海水の流入による影響が想像できる．そして，冬期の梗脚類の減少は，温度の低下が

影響を及ぼしていると考えられる．
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Calanidae

QJja刀況ｓ”『伽Ｓ

ＭＩ"ｃｃα/α""ｓ〃2j"ｏｒ

ＱＪ刀ｚｈ“αﾉα刀Ⅸs〆況p"・

いゆ”Zα”Zgαγｊｓ
Ｕ．（/α（〔･姉

Eucalanidae

Ezｨrα必刀zｨｓｓ妨Z〃脚ｉｓ

Ｅ．ｓ肋"･assz術

Ｅ、〃zzｨα℃"α/〃Ｓ

Ｅ．ｓＰ.＊

Ｍをcy"ocemcZazｲsj

Paracalanidae

H”ｃａＺａﾉz"saczJ/eα/zｨｓ

Ｐ． '”U"ｓ

Ｐ・ ｇｍｃｉ"､ｓ

Ａａ℃αz/α"〃ｓｇ７９ａｃ"お

Ａ、ノo"gjkw7『ｉｓ
Ａ． ｇ必6”

ＱＩ／ＯcαZα""ｓｐａｚﾉｏ
ＣＬ Ｐ/z”z"/oszｨs

ChsjM症７刀is

CkｓＰ・
Pseudocalanidae

αα〃”caZα"“αγα"ｃｗｗＪｆｓ

Ｃ・ ん'･caiIz‘Ｓ
ｃ '9ﾉ会9F"ｓ

Ｑｅ"ocα/α”ｓＵα”s

Aetideidae

U〉?‘α"ｈααα〆郷ｍｏｓａ

ＵｓＰ・
Euchaetidae

EzｨCﾉzaeZa7〃α７．かｚａ

Ｅ．woJyle"｡e"ｉ
Ｅ．ＣＯ"α"“

Ｅ・ pZa77a
Scolecithricidae

‘Sﾋ゚o/α"ん“"α６７弓αd・yi＊

Ｓ、αe刀妙“
８．／加〃α＊

Centropagidae

Q刀か”αggso7"7〃

Ｃ〃γcα"S

ｃ〃αめ，ｊ

Ｃｙ””と〃
Temoridae

T2m”α”･６i"αZα

弧血.ycazｨｄａｉａ

ｍｅＭ椎ra
MGtrididae

H“7-"?"α”"αｇｍｃ"/,v
Ｐｂ７．０６２ｨs/α＊

Lucicutiidae

Lzｨrなｚ４"α”α肋

Ｌ，〔､/α脚ｓｊ

Ｌ． //α℃ｌｋ．｡'wis

Augaptilidae

Hn/Qlbz伽ｓｓ”"g”＊
Candacidae

Q7"I:ﾉａｒｉａ６柳""α/α＊

Ｃ、ケadjyi＊
Ｃ“Ｍａ

Ｃ．／7･""〔･ａｉａ

Ｃｄｉｓｒａｚ《｡α/a

Pontellidae

G'/α"QpiaeﾉﾉjPjjaJ＊
Ｃ、”"”＊

Ｌα伽oc"α”，"たa
Acartiidae

Acαﾉー"αｃＺａｚｨｓｉ

郷'y);cα＊Ａ

Ａ．刀99"ge"ｓ

Ａ．”"”況ｄＩａ
Ａ． ｅγyzAm“
Oithonidae

O"ﾉｌｏ'2α抑”/12’てＩ

Ｃ．sazgeγα

０．dajplie"ｓ
ｏ．ｓ加"ｊｓ

Ｏ． 〃"α工
０．刀ａ７ｚａ

Ｏ． γVigZab

O．ｓｐ、１*＊

０．ｓｐ,２

Oncaeidae

Oﾉ7ｃａｆａＵｅ刀zｨs/α

０．”"晩ｒａ
Ｏ．７刀α加

０．”ze”Ze77w7Fa

O．ｒ/”α

０．ｓｐ、１**＊

０．ｓｐ,２

Sapphirinidae

＆I〃ﾉ”>7α血γ江'”＊

Ｓ、刀ﾉgγo7"ααｨ/αJ1α＊
Ｓｂ ｇａｓかたα＊
Ｓ、ｓｆ･”Iaza

Cb/)"む?刀”６"お

Corycaeidae

Cb72yごαe"ｓゆFcjbs斑ｓ
Ｃｃｍｓｓ〃s“んS

ｃ肋刀６α”Ｓ

ｃα刀吻gzfﾉs／

ＣαszaZIc邸S

ｃ血&奴Ｓ

ｃ 《抑);"た
Ｃ ａg"ｉｓ
Ｃｒａ池S

ｃ′αｒ</伽ｓ
Ｃ ｇめ伽Zzfs
C“刀c”2脚ｓ

ＣｓＰ､１＊**＊

ＣＬｓｐ２

Ｃｓｐ､３

ＣＬｓｐ､４
Ectinosomidae

Mbmseze"α刀oバノggjどa
Macrosetellidae

MZIcmsae"αｇ”醐応
Tachidiidae

E"”j"ααc灘z松℃"s

Harpacticidae

ng"”邸s､”，"た“

Clytemnestridae

a.y舵m72gstmmszmza

CbＳｃ”e"α幻



0745

1550

1640

0913

0742

0835

0915

0910

1655
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５
５
５
６
５
０
０
０
５
５
０

２
０
５
５
２
４
２
０
０
５
１

７
６
６
８
７
７
８
９
９
８
７

０
１
１
０
０
０
０
０
０
０
１

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

＊ThesespeciesonlyoccurredincollectionsofsationX,whereplanktonwerecollectedatthenight

ofthe24thSeptember,１９７１

＊＊ThisresemblesO肋o刀αＰ〃”/１８ｍ，butnoformationoftuftedplumoseisobservableonthe2nd

basaljointsofthefirstthreepairofswimmingfeet．

＊*＊ThisresemblesO"αzeaUe”stabutisslightlylarger，ａｎｄｏｎｔｈｅｆｕｒｃａｌｒａｍｉａｎｄｔｈｅａｎａｌｓｅgment，

theratiosoflengthtothewidthisdifferent．

***＊ThisspeciesiscloselyalliedtoOoryczzgHs血〃ｉＴＡＮＡＫＡ・InKagoshimaBay，thisoccursrather

moreoftenthanCαが肺dose．

Table４． Thedateandlocationofeachcollecting-station・

MTshowsMarutokunet(４５ｃｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒａｎｄｍａｄｅｏｆＧＧ－５４ｂｏltingsilk)．

MKshowsMarukawanet(３０ｃｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒａｎｄｍａｄｅｏｆＸＸ－１３ｂｏltingsilk)．
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Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
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Ｋ
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Ｋ
Ｋ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
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Ｋ
Ｋ
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Ｍ
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Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

７
８
３
１
６
０
２
２
７
６
５

１
１

１

１

●
■

胸
加
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肌
伽
伽
伽
肋
耽
帥
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Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
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Ｋ
Ｋ
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Ｍ
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Ｍ
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Ｋ
Ｋ
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Ｍ
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Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
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６
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８
７
５

１

１

●
●
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伽
伽
肋
仙
帥

．
ｒ
ｒ

Station５

３１。１６．６'Ｎ,130ｏ４２．０ﾉＥ
Ｄａｔｅ ＴｉｍｅＰｌ・Ｎｅｔ

Station４

３１．０９．９'Ｎ,130ｏ３８．５ﾉＥ

Ｄａｔｅ ＴｉｍｅＰｌ,Ｎｅｔ

Station６

３１ｏ１７．３ﾉＮ,130ｏ４４．５′Ｅ
Ｄａｔｅ ＴｉｍｅＰｌ､Ｎｅｔ
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Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
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Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
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６
１
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８
８
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１
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●
●
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Ｍ
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伽
肌
恥
眺
帥

。
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ｒ
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８
８
１
６
１
３
８
７
５

１
１
１

●
●
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伽
如

1615

1355

1112

1454

1117

1533

1615

1513

1520

1517

1515

0654

1640

1724

0818

0745

0830

0810
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Station３

３１ｏ０８．８ﾉＮ,130。３９．３ﾉＥ

Ｄａｔｅ ＴｉｍｅＰｌ・Ｎｅｔ

Station２

３１ｏ０７．３'Ｎ,１３０．４０．２'Ｅ

Ｄａｔｅ ＴｉｍｅＰｌ・Ｎｅｔ

Stationl

３１。０６．１ﾉＮ,130ｏ４１．１ノＥ
Ｄａｔｅ ＴｉｍｅＰｌ・Ｎｅｔ

1650

1325

1042

1512

1140

1557

1642

1535

1550

1545

1535

８
８
１
６
１
３
３
８
７
５

１

１

１

●
●

伽
皿
地
伽
伽
伽
伽
肋
仙
帥

。
ｒ
ｒ

７
８
３
１
６
０
２
２
７
６
５

１
１

１

１

●
●

伽
加
川
地
伽
伽
伽
伽
肋
眺
帥

。
ｒ
ｒ
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４
７
５
０
２
７
５
０
２
２
２
７
６
５

１

１
１

１
１
１

如
胸
加
川
雌
如
伽
伽
伽
伽
如
肋
耽
帥
●
●

．
ｒ
ｒ

１４４５

０９５５

1042

1003

1415

1005

1015

1035

1000

1000

1005

1005

1010

0950

７
５
０
２
７
５
０
２
２
２
７
６
５

１
１

１
１
１

伽
加
川
純
如
伽
Ⅲ
伽
如
伽
肋
伽
如
●
●

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｋ
Ｔ
Ｋ
Ｔ
Ｋ
Ｋ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

StationlO

３１ｏ２３．７ﾉＮ,130。３８．７′Ｅ

Ｄａｔｅ ＴｉｍｅＰｌ､Ｎｅｔ

Stationl5

３１。３２．０′Ｎ,１３０．３６．６′Ｅ
Ｄａｔｅ ＴｉｍｅＰｌ・Ｎｅｔ

Stationll

３１ｏ２３．２ﾉＮ,130。３６．５′Ｅ
Ｄａｔｅ ＴｉｍｅＰｌ､Ｎｅｔ

Stationl3
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Clausocala nus arcu icorm's

C.　　　　furcatus i

C.      peγgens

ps::ednSCaiian:dues.V.aonpu.Sp｡｡It.S ～
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Centropagidae copepodlteS
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Lucicutia clausi--LT - --TlavicormTs
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Acariia clauSi
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01thomdae copepodlteS
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0ncaeldae copepodlteS
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~~-CT~　~-- ~~
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Corycaeidae copepoditcs

Copil ia m'rabilis

MicrOSeiella norvegica
Ectinosomidae copepodites

Chiemでestra scutellata

Euterp2na aCuilfronS

藤井･税所:鹿児島湾における動物性プランクトンとくに枝角類および横間類について

Table 3. Occurrence of copepods at 4 stations (24, 15, 10, 6) in Kagoshima Bay. In this table, the various marks indicate the number of copepods ill the fo一lowing ; RR : 1-50, R : 51-loo, + : 101-200,

C : 201-loo°, cc : 1000〈(Im3) from April to December 1971, and RR : I-200, R : 201-500, + : 501-1000, C : 1001-5000, cc : 5000〈 (,Ima) fromJanuaIy tO Aprll 1972.
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